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は じめに

長期間を病 院とい う社会 の中で過ご してきた精

神障がい者が,地 域生活へ移行す るには,様 々な

困難がある。先行研究では,長 期入院の精神障が

い者の退院を阻害す る要因,促 進する要因,退 院

の意思決定 に影響する要因について主 に 「当事者

の要 因」「家族の要因」「看護者の要因」および 「社

会資源 の要因」 などが あると報告 されている1-4)。

当事者の要因の1つ として 自己決定がある。齋藤

は 「自己決定は,個 々人が うま く生 きてい くため

の一つの手段であ り,そ れ 自体が価値 ではな く,

社会福祉援助においては緩 い自己決定 といった援

助者 と利用者 との共同作業による自己決定が要請

される」5)と述べている。

以上のことより,精 神障がい者が退院 を自己決

定するには,生 活の 自立や経済的 自立が特に強 く,

複合 的に医療 スタッフや家族の支援 と本人の退院

の意思が働いて,自 己決定に促進,阻 害 とい う形

で関連 している。

今 回,退 院を自己決定する要因の関連 を計量的

に明 らかに し,退 院支援への示唆を得 たので報告

す る。

Ｉ.研 究 目的

精神障がい者が,退 院を自己決定する要因間の

関連を明 らかにする。

Ⅱ.研 究方法

1.対 象者

精神科 に入院の経験があ り,地 域生活支援施設

を利用中の地域で生活す る精神障がい者83名 。

2.デ ータ収集方法

質問紙を用いた無記名 自記式調査 を行った。対

象 となった10施 設の施設長 に,文 書 と口頭で調

査趣 旨 を説明 し,調 査 を依 頼 した。調査 期間は

2012年8月 か ら9月 であった。

3.調 査項 目と内容

退院 を自己決定す る要 因に関連す る事 項 とし

て,以 下について質問 した。

1)年 齢 ・性別お よび,現 在の 日常生活状況な ど

10項 目。

2)退 院を しようと思った時の状況,退 院を自分

で決めたか。

3)退 院を考 えた理由10項 目。

4.デ ー タ解析

因子分析(プ ロマ ックス法)で パス図を作成 し

た。 データ解析 には,エ クセル統計2012を 使用

した。

5.倫 理的配慮

本研究は,「福岡大学医に関する倫理委員会」の

承認 を得て行った。対象者には,研 究の参加は任

意 であ り,拒 否 して も何 ら不利益 を被 ることはな

いこと,研 究結果 は論文にまとめ学会などで発表

することを文書 と口頭で説明 し,承 諾を得た。

Ⅲ.研 究結果

1.対 象者の背景

男性45名,女 性38名 であ った。病名は統合失

調症,次 いで気分障害が多かった。

2.因 子分析 の結果

因子分析(プ ロマ ックス法)を 行い,4因 子が

抽 出された。第1因 子 は症状 の コン トロールや,

身の回 りのことが 自分ででき,家 族や医療 スタッ

フか ら認め られた項 目に高 く負荷 していることか
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ら,「日常生活の自立」とした。第2因 子は入 院生

活が嫌 になった,退 院 を自己決定 した項 目に高 く

負荷 していることか ら,「退院の意思」とした。第

3因 子 は,家 族の項 目に高 く負荷 していることか

ら,「家族 との生活」とした。第4因 子 は仕事や生

活費の項 目に高 く負荷 してい ることか ら,「 経済

の自立」とした。

パス図(図1)で 変数の関係 を見ると,「 日常生

活の 自立」 と 「経済の自立」r=.484。 「家族 との

生活」と「日常生活の自立」r=.473。 「生活の自立」

と 「退院の意思」r=.399。 「家族 との生活」と 「経

済の 自立」r=.370。 「退院の意思」 と 「家族 との

生活」r=.357。 「退 院の意思」 と 「経済の 自立」

r=.208で あった。

図1退 院自己決定の要因間の関連

IV.考 察

結果 より,症 状のコン トロールや,身 の回 りの

ことがで きることが,仕 事 をしたい とい う意欲に

つなが っているといえ,家 族 と暮 らす,家 族 の面

倒 を見 るためには,自 分の身の回 りのことがで き

ることが前提 となっているといえる。自信のなさ

は,退 院積極度 と関連 し,家 族のいる自宅希望 と

必要 な社会 資源数 の多 さは退院積 極度の向上 に

寄与 していると報告 されている6)。症状の コン ト

ロールができ,身 の回 りの ことがで きることは退

院への自信 につなが り,そ こか ら仕事がで きると

いう自信 にもつながるため,本 人の状態を評価 し,

認める支援が必要ではないだろうか。また,生 活

が自立 していな くとも,入 院生活が嫌で退院を自

己決定する者お よび家族 と暮 らしたい,家 族 の面

倒 を見たい者 は,経 済の自立 とは関係 なく退院を

決定することを意味 し,家 族 との生活 を希望せず

とも退院を自己決定する者 は,仕 事や生活費に関

係な く入院生活が嫌で退院 を自己決定することを

意味 してい ることが明 らかになった。

入 院生活 について,「 長期 にわたって精神科病

院に身を置 くことは,無 理 を しない生 き方 を身に

つける一方で,社 会復帰のために活動性 を高める

よう促 され無理 をする」7)と い う長期入院の弊害

を述べてい るように,本 人が入院生活を拒むのは,

自由や 自立の意思の表れで,患 者 自身が退院 した

い とい う思いや,退 院へ の意欲 を固めることが,

退院への意思決定を主体的に推 し進めてい く原動

力 になるのではないだろうか8)。 治療 的な意味で

の入院生活環境は必要であるため,本 人の 日常生

活の 自立 と家族調整の支援 を行 い,退 院の 自己決

定 を促すことが重要である。

おわ りに

退院支援 に結びつけるためには,自 立 して生活

で きる住居,年 金,福 祉 などの経済の自立 といっ

た環境 を整 えることが必要である。また,複 合的

に家族調整や地域でのサポー トが重要になる。
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